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(57)【要約】
　本発明は、健康的なライフスタイル管理に関する。具
体的には、人１０のプライミング装置であって、人１０
が、所定の行動を示す又は示すべきときを検出するため
の検出器２と、人１０に感覚的刺激１４，１６，２１を
与えるための刺激ユニット４と、人１０が所定の行動を
示すことが検出されたときに、人１０に感覚的刺激１４
，１６，２１を与えるために、及び人１０が前記所定の
行動を示す又は示すべきことが検出されたときに、同じ
人１０に同じ感覚的刺激１４，１６，２１を与えるため
に、前記刺激ユニット４を制御するための制御ユニット
３と、を有する装置に関する。本発明の別の態様は、人
のプライミング方法及び前記方法を実行するためのコン
ピュータプログラムに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人のプライミング装置であって、
　人が所定の行動を示す又は示すべきときを検出するための検出器と、
　人に感覚的刺激を与えるための刺激ユニットと、
　人が所定の行動を示すことが検出されたときに、人に感覚的刺激を与えるために、及び
人が前記所定の行動を示す又は示すべきことが検出されたときに、同じ人に同じ前記感覚
的刺激を与えるために、前記刺激ユニットを制御するための制御ユニットと、
　を有する装置。
【請求項２】
　前記検出器は、運動をする、スポーツをする、眠る、起きる、食べる、食べるのをやめ
る、又は働くこと、を含む行動のグループ中の、１以上の行動を検出する、請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
　前記検出器は、人が、前記所定の行動を示す又は示すべきときを、生体計測信号又は行
動信号の測定により検出する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記検出器は、人が、前記所定の行動を示す又は示すべきときを、人の行動計画又は予
定表から自動的に検出する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　人に関する情報及び／又は前記所定の行動に関する情報を、受信及び／又は送信するた
めのインターフェースを更に有する、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記所定の行動に関するパラメータを監視するためのセンサを更に有する、請求項１に
記載の装置。
【請求項７】
　前記刺激ユニットは、人に、嗅覚刺激、味覚刺激、可聴刺激、視覚刺激、又は触覚刺激
を含む感覚的刺激のセットのうちの、１以上の感覚的刺激のグループを与える、請求項１
に記載の装置。
【請求項８】
　前記刺激ユニットは、人が所定の行動を示すことが検出されたときに、前記刺激のグル
ープから１以上の感覚的刺激のサブグループを無作為に選択して与える、請求項７に記載
の装置。
【請求項９】
　前記制御ユニットは、各刺激、刺激のグループ又はサブグループの、前記所定の行動を
引き出すことにおける有効性を評価する、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記制御ユニットは、人に、同じ人の異なる行動に対して、異なる感覚的刺激を与える
ために、前記刺激ユニットを制御する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　所定の行動に対する刺激の選択を可能とする、選択ユニットを更に有する、請求項１に
記載の装置。
【請求項１２】
　前記刺激ユニットは、
　香料のセットを入れるための芳香容器、
　芳香分配ユニット、及び
　前記芳香分配ユニットによって分配される、前記芳香容器内の香料の配合を制御するた
めの芳香制御ユニット
　を有する芳香ユニットである、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記検出器は、運動検出器、具体的には、加速度計、画像処理ユニット、又はモーショ
ンセンサを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　人のプライミング方法であって、
　人が、所定の行動を示す又は示すべきときを検出するステップ、
　人が所定の行動を示すことが検出されたときに、人に感覚的刺激を与えるステップ、及
び
　人が前記所定の行動を示す又は示すべきことが検出されたときに、同じ人に同じ前記感
覚的刺激を与えるステップ
　を有する方法。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムがコンピュータ上で実
行されるときに、前記コンピュータに、請求項１４に記載の方法の前記ステップを実行さ
せるための、プログラム・コード手段を有する、コンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の望ましい行動をとるための、人のプライミング装置（人をプライミン
グする装置）、方法、及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　健康的な栄養と定期的な運動は、健康的なライフスタイル管理の基礎である。特に、定
期的な栄養計画に従うことや、定期的な食事時間外にはいかなる食べ物の摂取も避けるこ
とが有益である。国際特許公開ＷＯ２０１０／０７０６４５Ａ１号公報は、食習慣を監視
するための方法及び装置を開示する。当該装置は、食べる事を検出し、ユーザの食のパタ
ーンを特定するセンサを有する。出力ユニットは、ユーザに、ユーザの食のパターンに関
するフィードバックを提供する。フィードバックは、可聴の食の指示、点灯による指導、
触感、味がする物質の放出、及び匂いのする物質の放出でよい。前記装置は、フォーク、
スプーン、及びナイフ等のさまざまな食器のピースに、あるいは皿に、又はテーブルの一
部として、組み込むことができる。当該システムの欠点は、食のパターンに関するフィー
ドバック又は指導は、ユーザが食べているときに能動的に装置と関わった場合にだけ、ユ
ーザに提供されることである。したがって、当該システムは、ユーザが既に食べていると
きにのみ反応する。
【０００３】
　定期的な運動は、健康的なライフスタイル管理の２番目の鍵となる構成要素である。人
々は、この事実を認識しているにもかかわらず、定期的に運動をしない。加えて、運動計
画への執着は一般的に低い。人々は、カレンダーに運動のための定期的な時間を予定する
にも関わらず、多くの場合、リマインダは、人が身体活動を行うよう刺激するのに不十分
である。更に、カレンダーの項目は、一見より重要に思えるイベントによって、すぐに置
き換えられてしまう。新しい決意によくあるのは、人々は、例えばジムでの契約を開始す
るといった運動計画を決めるが、その後すぐに計画を忘れ、座りがちなライフスタイルに
戻ってしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、健康的なライフスタイル管理を支援するため、人のプライミング装置
及び方法を提供することである。更に、望ましい行動をとろうとする人の意欲を、積極的
に支援することが、本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本発明の第１の態様では、人のプライミング装置であって、人が、所定の行動を示す又
は示すべきときを検出するための検出器と、人に感覚的刺激を与えるための刺激ユニット
と、人が所定の行動を示すことが検出されたときに、人に感覚的刺激を与えるために、及
び人が前記所定の行動を示す又は示すべきことが検出されたときに、同じ人に同じ感覚的
刺激を与えるために、前記刺激ユニットを制御するための制御ユニットと、を有する装置
が示される。
【０００６】
　本発明の別の態様では、人のプライミング方法であって、人が、所定の行動を示す又は
示すべきときを検出するステップ、人が所定の行動を示すことが検出されたときに、人に
感覚的刺激を与えるステップ、及び人が前記所定の行動を示す又は示すべきことが検出さ
れたときに、同じ人に同じ感覚的刺激を与えるステップを有する方法が示される。
【０００７】
　本発明の更に別の態様では、コンピュータプログラムであって、前記コンピュータプロ
グラムがコンピュータ上で実行されるときに、前記コンピュータに、本発明による人のプ
ライミング方法の前記ステップを実行させるための、プログラム・コード手段を有する、
コンピュータプログラムが提供される。
【０００８】
　本発明の好ましい実施例は、従属クレームに記載される。特許請求される方法及びコン
ピュータプログラムは、特許請求される装置と同様及び／又は同一の、従属クレームに記
載される好ましい実施例を有することが理解されるものとする。
【０００９】
　本発明は、従来技術で知られているようにユーザの行動に反応するのではなく、ユーザ
が健康的なライフスタイルを維持することを、能動的に支援する。言い換えれば、本発明
は、ユーザが特定の行動をとるまで待つのではなく、特定の行動をとろうとする人の意欲
を、前記特定の行動をとる前に支援し、これは言い換えれば、前記特定の行動に向けたユ
ーザのプライミング（刺激又は前もって教え込むこと）である。意欲を支援することに加
え、本発明はまた、当該プライミングされた行動をとろうとする意欲を引き起こすことが
できる。
【００１０】
　プライミングの現象は、一般的に認知心理学及び神経科学から知られている。外部刺激
が、当該刺激に関係する神経経路を活性化する心理現象は、プライミングとして知られて
いる。当該刺激と行動との関連性は、人の過去の経験に依存する。本発明による装置及び
方法は、ユーザが所定の行動を示したときに、前記所定の行動と刺激とのつながりを確立
し、これにより徐々に人の経験を構築するために、ユーザを１以上の刺激に暴露させるこ
とができる。これはまた、連合学習ともいわれる。
【００１１】
　感覚的刺激と特定の行動との関連性は、条件付けを通じて築くことができる。「古典的
条件付け」と呼ばれる特定の条件付けの形式は、ある刺激が、本来は別の刺激により起こ
った反応を起こす能力を獲得する、反射的な又は無意識のタイプの学習である。この現象
は、パブロフにより最初に実証された。彼は、ベルの音と食べ物の提示とを関連付けた後
、何とか犬の唾液分泌反応を誘発することに成功した。唾液分泌は、食べ物の提示に対す
る自然な反応である。犬は、ベルの音を聞くと、まだ食べ物を提示されていないにも関わ
らず、食べる準備ができた状態に置かれる。この場合、自然刺激である食べ物が、人工刺
激であるベルに置き換えられる。古典的条件付けでは、パブロフは、条件付けのために最
初に人工刺激を提示し、その後で、犬に自然に唾液を分泌させる無条件刺激、例えば肉を
提示する。
【００１２】
　本発明は、人自身が自由意志により所定の行動をとっている間に、人を条件付けること
が最善であると特定した。本発明による装置は、人が前記所定の行動を示すときに検出し
、人に感覚的刺激を与える。言い換えると、本発明は、ユーザを監視し、ユーザが所定の
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望ましい行動を示すときを検出する。よって、所定の行動を引き出すために、自然刺激は
必要とされない。前記所定の行動を検出すると、条件付けのための感覚的刺激が与えられ
る。このように、刺激と所定の行動との関連性が確立する。感覚的刺激と所定の行動との
つながりが確立したので、人が前記感覚的刺激への反応として前記所定の行動を示す可能
性を高めるために、再び人を感覚的刺激に暴露させることができる。
【００１３】
　人が既に所定の行動を示している間に、感覚的刺激を再び送る場合、この繰り返される
感覚的刺激への暴露の目的は、条件付けを強化又は維持することである。
【００１４】
　本発明による装置の実施例では、検出器は、運動をする、スポーツをする、眠る、起き
る、食べる、食べるのをやめる、又は働くこと、を含む行動のグループ中の、１以上の行
動を検出する。
【００１５】
　検出器は、好ましくは、人が、前記所定の行動を示す又は示すべきときに、生体計測信
号又は行動信号の測定により検出する。生体計測信号の例は、アクチグラフィ、電気皮膚
反応（ＧＳＲ）、ＥＥＧ、電気眼位図、筋電図、ＥＣＧ、ビデオ分析、音声分析、呼吸、
睡眠習慣、労働習慣等が含まれる。更に、皮膚コンダクタンス、皮膚温、心拍数若しくは
心拍変動、又は他の追加的な精神生理学のパラメータを装置への入力として用いることが
できる。一般的に、生体計測信号、また、行動モニタも含めて、これらから判定された生
理的状態は、評価されることができる。一般的に、行動信号は、人の行動を監視すること
により得られる。一例では、行動信号は、生体計測信号に基づいて得られる。このコンテ
キストでの行動は、活動又は感情に関係する。第２の例では、ユーザが、例えばスクリー
ンの前で一日中、座りがちでいると、ビデオシステムは検出する。第３の例では、行動信
号は、質問、例えば日常活動に関する照会、に対する人の回答から得られる。質問に対す
る答えはまた、感覚データに補足情報を提供することができる。
【００１６】
　別の実施例では、検出器は、人が、所定の行動を示す又は示すべきときを、人の行動計
画又は予定表から自動的に検出する。ジムに行く時間を、約束として設定することができ
る。約束の時間に身体活動が検出されない場合、人は運動に向けてプライミングされるこ
とができる。したがって、本発明による装置は、ジムに行こうとする人の意欲を支援する
。
【００１７】
　人のプライミング装置は、人に関する情報及び／又は前記所定の行動に関する情報を、
受信及び／又は送信するためのインターフェースを更に有することができる。例えば、装
置に、人の体調、年齢、体重、及び病状に関する情報を提供することができる。また、装
置は、ユーザが望ましい身体活動を行ったことを確認するため、フィットネス装置と通信
することができる。また、医師が人の望ましい行動にアクセスできるよう、装置により得
られた情報を、データベースに送ることができる。
【００１８】
　別の実施例では、人のプライミング装置は、前記所定の行動に関するパラメータを監視
するためのセンサを有する。例示的な実施例では、このセンサは、更に生体計測信号を提
供する。センサは、フィットネス装置に組み込むことができ、上記インターフェースによ
り、人のプライミング装置に接続することができる。冷蔵庫のドアセンサ、加速度センサ
、音声取得装置、又はスマートフォンのようなモバイル機器に内蔵されたセンサ等の、更
なるセンサを加えることができる。センサはまた、食べ物の摂取又は食事量制限を監視す
ることができる。
【００１９】
　実施例では、刺激ユニットは、人に、嗅覚刺激、味覚刺激、可聴刺激、視覚刺激、又は
触覚刺激を含む感覚的刺激のセットのうちの、１以上の感覚的刺激のグループを与える。
人が個人用の健康的な食事計画を維持することを支援するため、当該人の栄養計画に従っ
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た食事時間のときに、人の食べる意欲を支援するよう、黒胡椒、焼いたパン、又はバニラ
等の食欲刺激を与えることができる。あるいは、食べ物を摂取する適切な時間ではないと
きは、食欲抑制芳香を放出することができる。これは更に、位置センサと組み合わせるこ
とができ、恐らく不健康な食べ物があると思われるファストフードレストランに近づいた
ときに、食欲抑制芳香を放出する。効果を高めるために、いくつかの刺激を同時に提供で
きることが、強調されるべきである。いくつかの刺激は、例えば３つの嗅覚刺激といった
同じ様式でも、又は、例えば２つの嗅覚刺激と、呼び出し音等の可聴刺激や、ビデオ若し
くは画像の視覚刺激との組み合わせといった異なる様式でもよい。
【００２０】
　本発明の別の態様では、感覚刺激は、サブリミナル刺激として送られる。言い換えると
、刺激は、ユーザが意識的に気付くことなく送られる。一例としては、ユーザに意識的に
認識されない、弱い芳香が与えられる。あるいは、ジムの照明スペクトルに似せるために
、居間の照明のスペクトルがわずかに変えられる。刺激のグループ中の任意の刺激を、サ
ブリミナル刺激として送ることができる。
【００２１】
　更に別の実施例では、前記刺激ユニットは、人が所定の行動を示すことが検出されたと
きに、前記刺激のグループから１以上の感覚的刺激のサブグループを無作為に選択して与
える。所定の行為と関連付けられた刺激のグループからの、刺激のサブグループの無作為
の選択は、特定の刺激への慣れを防ぐことにより、特定の行動をとろうとする人の意欲を
、更に支援することができる。例えば、人が所定の行動を示すことを検出したとき、音、
匂い、画像、又はこれらの任意の組み合わせを、無作為に与えることができる。グループ
からのすべての刺激が、望ましい行動と関連付けられている。前記望ましい行動をとろう
とする人の意欲は、前記グループ中の任意の刺激又はサブグループによって、無作為に支
援されることができる。
【００２２】
　本発明の別の態様によると、制御ユニットは、各刺激の、前記所定の行動を引き出すこ
とにおける有効性を評価する。人の刺激に対する反応は、継続的に発展及び学習するシス
テムを確立するために用いることができる。例えば、ある刺激又は刺激のグループの影響
が他よりも大きいことに留意すれば、この刺激をより頻繁に、及び単独で使うことができ
、一方、弱い反応を引き出す刺激は併用することができる。加えて、刺激の有効性に関す
る過去の学習を考慮して、様々な刺激のアルゴリズムと方法論とを、特定の人の必要に合
わせて開発し、調整することができる。
【００２３】
　制御ユニットはまた、人に、同じ人の異なる行動に対して、異なる感覚的刺激を与える
ために、前記刺激ユニットを制御することができる。例えば、可聴刺激と嗅覚刺激との第
１の組み合わせが、スポーツをすることに関連付けられ、可聴刺激が眠ることに関連付け
られ、可聴刺激と嗅覚刺激との第２の組み合わせが、夕食に関連付けられてよい。
【００２４】
　本装置は、所定の行動に対する刺激の選択を可能とする、選択ユニットを更に有しても
よい。このように、ユーザの好みにより刺激又は刺激のグループを選択することができ、
これにより、よりよい条件付けとプライミングが保証される。
【００２５】
　別の実施例では、刺激ユニットは、香料のセットを入れるための芳香容器、芳香分配ユ
ニット、及び前記芳香分配ユニットによって分配される、前記芳香容器内の香料の配合を
制御するための芳香制御ユニットを有する芳香ユニットである。
【００２６】
　本発明による装置の別の実施例によると、前記検出器は、運動検出器、具体的には、加
速度計、画像処理ユニット、又はモーションセンサを有する。この運動検出器は、日中の
人の活動レベルを監視し、活動レベルが低すぎた場合、人に運動を行うようプライミング
する刺激を発することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下に記載される実施例を参照することによって、
明らかとなり、説明されるであろう。
【００２８】
【図１】本発明による人のプライミング装置のブロック図を示す。
【図２】本発明による人のプライミング装置の、更に別の特徴を備えた、別の実施例のブ
ロック図を示す。
【図３】フィットネス装置上で、条件付け段階の間の、本発明の実施例を示す。
【図４】運動に向けた人のプライミング時の、本発明の動作サイクルを示す。
【図５】本発明による芳香ユニットのブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明による人のプライミング装置は、図１に示されるブロック図の例により説明され
る。説明される実施例では、人のプライミング装置１は、検出器２、制御ユニット３、及
び刺激ユニット４を有する。
【００３０】
　検出器２は、人が、所定の行動を示す又は示すべきときを検出する。検出器２の種類は
、アプリケーションに依存し、検出すべき所定の行動に合わせて調整される。検出器は、
例えば予定されたイベントをすることになっているときを検出する。この情報は、制御ユ
ニット３に提供される。次に制御ユニット３は、人が所定の行動を示すことが検出された
ときに、人に感覚的刺激を与えるために、及び、人が前記所定の行動を示す又は示すべき
ことが検出されたときに、同じ人に同じ感覚的刺激を与えるために、刺激ユニット４を制
御する。刺激ユニットは、人に、嗅覚刺激、味覚刺激、可聴刺激、視覚刺激、又は触覚刺
激を含む感覚的刺激のセットのうちの、１以上の感覚的刺激のグループを与える。
【００３１】
　本発明による別の実施例である装置１’が、図２に示される。この実施例による装置１
’は、図１に示される検出器２、制御ユニット３、及び刺激ユニット４に加え、１以上の
センサ５、インターフェース６、選択ユニット７、及び選択ユニットのインターフェース
８を更に有する。これらの要素はいずれも、単独でも、又はこれらの様々な組み合わせで
も加えられ得ることに留意すべきである。この実施例でのセンサ５は、加速度センサであ
る。検出器２は、前記加速度センサ５からの信号を評価し、人が日中どのくらい動くかを
評価する。次にこの情報は、検出器２から制御ユニット３に供給される。
【００３２】
　装置１’は、外部情報を受信するためのインターフェース６を、更に有する。例えば、
制御ユニット３は、インターフェース６を通じて人のスケジュールにアクセスできるデー
タベースと結合されてよい。仮に、加速度センサ５が、日中、人の十分な動きを感知しな
かったとき、検出器２は、当該人はもっと活動的になって身体活動を行うべきであると判
定する。この情報は、制御ユニット３に転送される。次に制御ユニット３は、インターフ
ェース６を通じて、当該人のデータベースに問い合わせる。このプロセスによって、制御
ユニット３は、人は会議の予定があり、当該会議はあと約１時間続くという情報を受け取
ることができる。したがって、制御ユニット３は、人を運動のために刺激するのに適切な
時間ではないと決定する。すでに運動と関連付けられた刺激を、刺激ユニット４を通じて
与えることによって、人を運動のために刺激するまで、あと１時間待つことが適当である
。
【００３３】
　本発明による人のプライミング装置の別の実施例では、図２に示されるように、センサ
５はビデオカメラ、例えば人が仕事をしているスクリーンの上部に取り付けられたウェブ
カメラである。この映像データは、人が一日中スクリーンの前にじっと座っていたかどう
かを判定するため、検出器２により評価されることができる。更に、映像データは、人が
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適切な食事の時間をとったのか、又はスクリーンの前で少しのスナックを食べただけなの
かについて判定するために評価されてもよい。この情報は再び、制御ユニット３に供給さ
れる。次に制御ユニットは、望ましい栄養計画に従って、食事のための刺激を与えるため
、刺激ユニット４を制御する。
【００３４】
　この実施例では、人のプライミング装置は、インターフェース６を特徴としないが、追
加の選択ユニット７及び選択ユニットのインターフェース８を有する。選択ユニット７の
インターフェース８は、ユーザが、選択ユニット７を通じて制御ユニット３を設定するこ
とによって、刺激ユニット４を通じて適用されるべき刺激を選択することを可能にする、
ヒューマン・マシン・インターフェースである。したがって、刺激又は刺激のグループは
、ユーザの好みにより選択され、これにより、前記刺激又は刺激のグループの、より高い
動機付けの効果を保証する。
【００３５】
　所定の望ましい行動に向けた人のプライミング（以下の例では、運動に向けたプライミ
ング）のプロセスは、２段階のプロセスである。所定の行動と刺激とのつながりを確立す
る関連付け段階の後に、前記所定の行動を示す人の意欲を支援するプライミング段階が続
く。
【００３６】
　図３は、関連付け段階の間における、運動に向けた人のプライミング装置１１を示す。
人１０は運動、例えばランニングをしている。図２に示されるセンサ５によって生理的信
号が計測される。この例では、生理的信号は、装置内部の心拍計によって供給された心拍
数を含む。更に、運動がフィットネス装置１２上で行われる場合、当該フィットネス装置
は、外部インターフェース６を通じて、人のプライミング装置１１に接続される、追加の
外部センサ１５を有してよい。装置１１の検出器が、一定の覚醒レベルを検出すると、す
なわち、一定の継続時間中にユーザが高い覚醒状態にあると、関連付け段階は始動する。
次に、制御ユニット３は、刺激を放出するよう、刺激ユニット４を制御する。この例では
、刺激は嗅覚刺激１４と可聴刺激１６との組み合わせである。
【００３７】
　例えば、ユーザが３分を超えて連続して高い皮膚コンダクタンス及び心拍数レベルにあ
るとき、ユーザが高度に活動的な状態にあることは明らかである。ユーザが一定の時間、
高い活動レベルを維持していることの観測は、ユーザがランニングをやる気があり楽しん
でいることの暗示である。人が所定の望ましい行動を示す、この内因性動機付けのときは
、芳香刺激及び音声刺激を放出する適切な時期である。
【００３８】
　人がフィットネス装置上では運動していないが、競技場で走っている場合、フィットネ
ス装置の外部センサ１５からの情報は、例えば加速度センサといった異なるセンサからの
情報に、容易に置き換えられる。
【００３９】
　芳香刺激は、一般的に、装置１１に組み込まれたディスペンサを用いて局所的に放出さ
れる。局所的に送る場合、芳香はターゲットのユーザに直接向けられることができる。こ
のように、同じ環境にいる他の人は影響を受けない。異なる様式の刺激にも、同様に当て
はまる。あるいは、まばらに送る場合、複数の人のために関連付けを確立することができ
る。
【００４０】
　好ましい実施例では、音は装置１１により再生される。しかしながら、同じように、可
聴刺激を再生するため、装置１１はオーディオ・プレーヤを始動させてもよい。可聴刺激
は、楽しい気持ちにさせる覚えやすい呼び出し音の形式でよい。呼び出し音は、典型的に
は、約１秒から１０秒、好ましくは２秒から５秒間の、短い音である。ユーザが運動中に
音楽を聴いている場合、可聴刺激は、曲と曲との間か、曲中の歌のない移行時点に与えら
れてよい。別の実施例では、現在の曲の音量を下げて、ユーザにプライミング音を与える
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ことができる。
【００４１】
　音と芳香とは、複数の感覚的刺激を与えることによる最も強い効果を達成するため、異
なる瞬間に、又は好ましくは、同時に与えられることができる。運動中に刺激が何回か与
えられると、人の経験、及び運動と前記刺激との強い関連付けを構築するのに役立つ。こ
れら芳香とこれら音とは、活気づける効果を持つように、選択されることができる。
【００４２】
　関連付け段階の終わりに、ユーザは運動と与えられた刺激とのつながりを構築し、当該
刺激は次に、次の図で説明されるとおり、運動に向けた人のプライミングに用いることが
できる。
【００４３】
　図４は、運動に向けた人のプライミングのプロセスを示す。図４ａは、ユーザがトレー
ニングの予定をセットすることを示す。図４ｂは、当該活動をすることになっているとき
に、刺激又は刺激の組み合わせが人に与えられることを示す。図４ｃは、ユーザが望まし
い活動を行うことを示す。刺激又は刺激の組み合わせが、活動と刺激との関連性を強化す
るために与えられる。次に、当該ステップがより詳細に説明されるであろう。
【００４４】
　図４ａで、人のプライミング装置は、スポーツウォッチのように手首の周りに付けるこ
とができる装置として実施される。ユーザは、例えば午後６時にランニングをするといっ
た、望ましい行動を示すべきときをプログラムすることができる。プログラミングは、ヒ
ューマン・マシン・インターフェース１７を通じて行うことができる。あるいは、この情
報は、ユーザ自身又は医療関係者のいずれかによって、外部データソースから有線又は無
線で供給されることができる。
【００４５】
　運動の時間が来ると、ユーザは、実際に計画に従うかどうかを判定するため、一定の時
間、例えば３０分間、監視される。監視のためのセンサは、装置１１に組み込むことがで
きる。あるいは、図４ｂに示されるように、コンピュータスクリーン１９の上部に取り付
けられたビデオカメラ１８を用いて、外部ソースが人を監視する。活動の予定時刻が過ぎ
ていることを検出されると、人のプライミング装置１１は、当該望ましい活動と関連付け
られた１以上の刺激１４を放出する。可聴刺激は装置１１又はスピーカー２０のような外
部ソースにより与えることができる。この刺激１４は、前記望ましい活動に向けた人のプ
ライミングにより、人１０が所定の行動をとろうとする意欲を支援する。
【００４６】
　刺激は、身体活動と関連する脳領域を活性化する。例えば、ユーザは、ユーザの活動（
ランニング）と、ユーザがその時に感じた感情とを思い起こし、手足の運動領域がより活
性化する。ユーザのこれらの精神的及び身体的状態の変化はまた、ドーパミン等のいくつ
かのホルモンの放出を引き起こす。結果的に、ユーザは次いでやる気を感じ、計画通りに
運動をしようと決意する。その結果、人１０は、図４ｃに示されるように、計画に従う可
能性が高い。
【００４７】
　所定の行動が示されるべきときを予定する他に、ユーザは、要求に応じて刺激を引き起
こすことができる。あるいは、刺激を引き起こす適切な時期は、生体計測信号又は行動信
号から決定されることができる。
【００４８】
　活動中、刺激又は嗅覚及び可聴刺激の組み合わせは、刺激と活動との関連性を強化する
ため、再び繰り返されることができる。
【００４９】
　別の実施例では、図４ｃに示されるように、繰り返される運動の間、同じ人の同じ活動
に、様々な感覚的刺激が適用される。人１０は、例えばフィットネス装置１２のディスプ
レイ２２上で与えられる視覚刺激２１及びヘッドフォンを通じた第２の可聴刺激に暴露さ
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れてよい。視覚刺激は、コンピュータスクリーン１９上で、ユーザに容易に与えることが
できる。次にユーザは、新しく与えられた刺激と、前記同じ活動との関連性を確立する。
次に、プライミング段階の間に前もって与えられた刺激と、同じ活動に対して新たに与え
られた刺激とで、前記活動と関連付けられた、これら刺激の１つのグループを形成する。
【００５０】
　慣れを防ぐために、刺激ユニットは、前記所定の行為と関連付けられた前記刺激のグル
ープから、１以上の感覚的刺激を無作為に選択することができる。
【００５１】
　更に、制御ユニットは、各刺激の、前記所定の行動を引き出すことにおける有効性を評
価する。例えば、ある人が可聴及び嗅覚刺激により敏感に反応する一方で、別の人は視覚
刺激によって最も刺激される。
【００５２】
　もちろん、制御ユニットが、同じ人の異なる行動に対して、異なる感覚的刺激又は異な
る感覚的刺激のグループを与えることもまた可能である。
【００５３】
　別の実施例では、人は、運動後の回復のためにプライミングされることができる。前述
の実施例と同様に、例えば生体計測信号を検出するセンサ５での標準的な呼吸回数や低い
心拍数を評価することによって、検出器５が、人がリラックスした静かな状態にあると検
出したとき、人は、今度は異なる感覚的刺激を与えられる。ユーザは、運動の後、より速
い回復を支援するため、リラクゼーションと関連付けられた前記刺激に暴露されることが
できる。
【００５４】
　図５は、芳香ユニット４０としての刺激ユニットの具体的な実施例である。芳香ユニッ
ト４０は、制御ユニットから制御信号４１を受信する。信号は、芳香制御ユニット４２に
より処理される。次に芳香制御ユニット４２は、芳香容器４３に含まれる種々の芳香４４
ａ、４４ｂ、４４ｃの放出を制御する。芳香制御ユニットは、単一の芳香又はこれら芳香
の任意の組み合わせを選択することができる。次に、選択された芳香が芳香分配ユニット
４５を通じて放出される。嗅覚刺激４６はユーザ４７に知覚されるように、芳香ユニット
４０から放出される。
【００５５】
　本発明は、特定の行動に向けた人のプライミングだけでなく、特定の感情に向けた人の
プライミングの助けにもなる。再び図２を参照すると、センサ５は音声取得装置でよい。
検出器２は、音声センサ５から来る信号を評価する。ある実施例では、検出器２は、音声
ストリームから笑い声を検出する。笑い声は、肯定的な感情の指標である。よって、笑い
声が検出された場合、前記肯定的な感情と刺激とを関連付けるため、制御ユニット３によ
り、刺激ユニット４を通じて前記刺激を付与することができる。人が前記肯定的な感情を
示すことが望ましいとき、ユーザの気分を高揚させるため、肯定的な感情と関連付けられ
た前記刺激を、ユーザに与えることができる。
【００５６】
　実施例では、芳香ユニット４０は、ユーザの食欲を減少させるため、満腹をプライミン
グする芳香を分配する。ユーザは、ユーザの選好により、芳香ユニット４０を有効又は無
効にすることができる。食欲抑制芳香の分配スケジュールは、好ましくは欲求頻度を考慮
に入れて決められ、欲求頻度は、Ｍ．　Ｐｅｌｃｈａｔによる「Ｆｏｏｄ　Ｃｒａｖｉｎ
ｇｓ　ｉｎ　Ｙｏｕｎｇ　ａｎｄ　Ｅｌｄｅｒｌｙ　Ａｄｕｌｔｓ」、Ａｐｐｅｔｉｔｅ
、ｖｏｌ．２８、１９９７から知られている。結果として、芳香分配は、夕方により頻繁
に行われる。
【００５７】
　こうした実施例での芳香容器４３は、クエン酸の芳香（例えば、レモン、グレープフル
ーツ）、ペパーミント、又はシナモン等の食欲抑制芳香（例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ
．ｅｈｏｗ．ｃｏｍ／ｌｉｓｔ＿６８８３９８１＿ｆｒａｇｒａｎｃｅｓ－ｄｅｃｒｅａ
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ｓｅ－ａｐｐｅｔｉｔｅ．ｈｔｍｌ参照）を有する。ある特定の瞬間に分配される芳香の
タイプは、芳香容器の中の香料のセットから無作為に選択される。無作為の選択は、慣れ
を防止する。
【００５８】
　別の実施例では、芳香制御ユニット４２は、例えば前の実施例で上述したように、欲求
制御プログラムを含む。加えて、芳香制御ユニット４２は、ユーザの栄養プログラムによ
って特定された時間に、食欲刺激芳香を用いて、ユーザの食欲のプライミングをする。こ
うした実施例での芳香容器４３は、食欲抑制芳香だけでなく、黒胡椒、焼いたパン、又は
バニラ等の食欲刺激芳香もまた含む。この実施例では、食べ物の摂取を監視するため、追
加のセンサを用いてよい。この場合、摂取された食べ物が計画された制限を超えたときに
、ユーザに知らせることにより、食事量制限を達成することができる。
【００５９】
　また、携帯電話のアプリケーションを使って、ユーザに食事を知らせるよう要求するオ
プションもある。ユーザが、ユーザの食習慣を自覚することを支援するための、様々な携
帯電話のアプリケーションがある。
【００６０】
　本発明が、図面及び前述の説明で詳細に例示され説明されたが、こうした例示や説明は
、例示的又は典型的であると考えられるべきであり、限定と考えられるべきではない。本
発明は、開示された実施例に限定されない。当業者によって、特許請求された発明を実施
するにあたり、図面、開示、添付の請求項の研究から、開示された実施例の他のバリエー
ションが理解されることができる。
【００６１】
　請求項で、「有する“ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ”」の文言は他の要素やステップを除外す
るものではなく、不定冠詞“ａ”又は“ａｎ”は複数を除外するものではない。単一要素
又は他のユニットは、請求項に記載される複数項目の機能を満たすことができる。特定の
手段が、相互に異なる従属請求項に記載されているという単なる事実は、これらの手段の
組み合わせを有利に使用できないことを意味するわけではない。
【００６２】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアと一緒に又はその一部として供給される
、光学式記憶媒体又はソリッド・ステート媒体等の、適切な媒体に格納／配布されてよい
が、インターネット又は他の有線か無線かの遠隔通信システム等を通じて、他の形式で配
布されてもよい。
【００６３】
　請求項中のいかなる参照符号も、範囲を限定するものと解釈されるべきではない。
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